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こんにちは。塾長の大井です。 

８期生受験戦記第１３回です。 

 

夏講後半、そんなＳさんの復調の一方で、まるで季節が入れ替わるよう

に双子のＫさんがスランプに陥りました。しかも、どちらかというと一

時的だったＳさんのスランプより、ずっと深刻でずっと長いトンネルで

した。 

突然の不調続きに、本人も田宮も頭を抱えました。でも田宮はいつも一

貫して同じ動きを求めていました。 

夏講中は、あまりに頭を使おうとしないＫさんの間違いに、連日田宮の

叱責が飛んでいました。 

「思考して間違うのはいい。でも思考しないで意味のない立式をするの

は本当にやめろ！もう二度とするな！」 

 

Ｋさん本人がどこまで自覚的だったか、あるいは無意識だったかは分か

りません。でも入試では、『この動きに、この解法の先に題意を撃ち抜く



正答がある！』という確信に基づかなければ、決して得点することはで

きません。TOP では絶対に得点できるよう毎日毎回毎授業、その理由や

流れを教授します。いざ本番で意図や勝算のないままなんとなく作答す

るような動きは、徹底的に自覚させ、得点できるまで改めます。 

 

でもだからといって、そんな私たちの情熱にただ依存するＫさんではあ

りませんでした。Ｋさんの芯の強さは並外れたものでした。 

合格体験記でもこの時の想いを、強く語っています。(当時の第一志望は

女子学院でした) 

『私は、ＲやＳちゃんに比べて成功体験が少なかった。ふだんの授業で

もそうだし、合不合やサピ模試でもふるわず、このままで JG に行けるの

かどうか、とても不安だった。また、６T の受験がもうすぐだという時

まで、算数のスランプが続いていて、自分のダメな所や厳しさをつきつ

けられた。しかし、今思い返すと、あの失敗があったからこそ、今の私

がいるのではないかと思う。私が失敗の中で一番悔しかったのは女子学

院のサピ模試で、結果は 20％だった。その時自分の課題であった思考か

ら逃げるという弱点が強くつきつけられた気がした。このような失敗が

あって、私には「悔しい」という強い想いが生まれて、自分の、アクセ



ルを踏み続けたい、離したくないという想いが更に加速する原動力にな

ったと思う。だから、今までの数々の失敗とくやしさは、自分の一生の

宝物になると思う。』 

 

（第１４回につづく） 
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